
社 会 封 幹 等 有 習 指 善 華 寒

単 ノ L 第 3 章 「中世 の 日本 」

第 4 章 「近世 の 日本 」第 1 節

2 _  ど革 方 コ こ つ ぃ て

第 3 章 は 2 節 か ら構 成 され て い る。 日本 にお け る中世 で 、鎌 倉 時代 、室 町 時 代 に分 け られ る。
第 1 節 で は武 士 勢 力が貴 族 勢 力 に とって か わ る背景 か ら、東 国 を中心 に本 格 的 な鎌 倉 幕 府 とい う武 士 の 政
権 を成 立 しそ の後 武 家社 会 が展 開 して いった こ とを学 習す る。鎌 倉 幕府 は 旧来 の荘 園 ・公 領 とい った 古 代 の
国家機 構 を受 けつ ぎつ つ も守 護 ・地 頭 とい った 新 しい役 職 をお き、鎌 倉 幕 府 と御 家 本 との 間 に領 れ を媒 介 と
した 「ご恩 と奉 公 」 とい う関係 を結 ん だ封 建 制度 で あ った こ とを理解 させ た い。 鎌 倉 幕 府 の実 権 は源 氏 か ら
北条 氏 へ とか わ ったが 、承久 の乱 で東 国 の支 配 は西国 に まで広 が り幕府 の基 礎 は 固 ま った とされ る。
第 2 節 で は貨 幣 経 済 の発 達 や幕 府 を支 え る御 家 人 の窮 乏 、元 寇 によ り鎌 倉 幕府 は倒 され 、 建 武 の新 政 を経
て室 町 幕 府 が 成 立 し、そ の後 南北朝 の動 乱 、応 仁 の乱 、戦 国時代 を学 習 す る。 また室 町幕 府は 初 め て の全 国
政権 と して 展 開 され て い くの で あ るが 、一方 で は波 乱 、 争乱 の時 代 で あ った と言 え る。 また この背後 に あ る
経 済 の変 動 、 発 展 、 民衆 の成長 、海 外 勢 力 の影 響 に 目を向 け させ た い。 室 町文 化 は、産 業 の発 展 と民衆 の 成
長 によ って地 方 の文 化 が発 展 した こ とや この ころの文 化 が今 日の文化 につ な が る こ とをお さえ た い。
第 4 章 は 3 節 で 構 成 され て い るが 内容 的 には世 界史 的 な 内容 が含 まれ るの で 4 つ の ま とま りとな る。
二つ目は日本の中世社会が戦国の騒乱期を経て崩壊し、新しい形の封建社会を形成していく過程である。
織田 ・豊臣政権の成立によって中との在地領主制が否定され、武士による全国的 i 統一的封建支配が作 りだ
さⅢていつたこと。それは兵農分離政策に顕著に見られる全国的な百姓支配にも現れることを理解すること
である。

二つ目はヨーロッパ世界がアジアに進出してくる過程、なかんずく日本へ来"す る過程 ・影響を日本史を
理解 す る範 囲 内 の ま と ま りで あ る。

三 つ 日は江 戸 幕 府 の成 立 と社 会 の仕 組 み で あ
' る
。幕 藩 体 制 が確 立 して い った過 程 を身分 制 度 の成 立 や 鎖 国

につ いて取 り上 げ後期 封 建 社 会 ・近 世 社 会 の特 質 につ いて の ま とま りで あ る。
四つ 日は農 業 ・諸 産 業 の発 達 や 都 市 の繁栄 ・町 人 の台頭 の一方 で幕府 耽 殊

が 苦 し くな り幕 政 の改 革 が行 わ
れ るが 立 て直 す ことが で きなか った こ と。 そ して 幕藩体 制 の動 揺 に結 び つ いて い った こ と。 な どの ま と ま り
であ る。

今学 習 で は第 3 章 、第 4 章 の 1 節 を一 つ もま とま りと して学習 す る。

3 _  : 基 礎 学 力 を 図 る た め の E 夫

今年度の古平中学校の研究テーマは 「基礎学力を図るための工夫」である。では社会科の基礎学力 とは一
体何か と考えると、つまるところ 4 観 点 に行 き着 くのでは 4 い か と思 う。つま り 「社会科的事象 に自ら関わ
ろ うとす る意欲 ・態度」、 「社会的事象や働 きについての知識理解」、 「社会事象関す る思考判断」 また 「間
題解 決の手順、方法 と調べた こと考えたな どの表現」である。
普段の授業では基礎学力を図るために、知識の定着 として前時に学習 した内容 を毎回の 5 問 テス トとして
や つた り、繰 り返 し ドリル を行 った りして知識理解の定着 を図ってきたが、低学力の生徒 を巻 き込 む ところ
まで至 っていない。

今回、さらに上記の基礎学力の定着 を図るために、 自分 で 問題 を作 る ことによ って単 語 と して の庭 史 事 象
だ け を覚 え るの だ けで は な く、 「いっ 、 ど こで 、 だれ が 、 何 を、 ど う した 」 の歴 史 認 識 と して必 要 な 5 W l
H ま で も確 か め る こ とが で き、そ れ を含 めた知 識理解 の定 着 を図 る ことが で きた り、 さ らに思考 判 断 ・表 現
な どの定 着 も図 る こ とが で き る と考 えた 。

そ して最後 にカル タ とい うゲ ー ム 形式 にす る ことで意欲 関心 は もち ろん の こ と、繰 り返 しゲー ム をす る こ
とで知 識 ・理解 の定 着 も図 りた い。
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4 _ 牛 徒 の 実 態

本校の 1 年 生は、真面 目な生徒が多 くそ して歴史た興味を持っている生徒が男子 に多 い。学習意欲 は全体的

に高 く、真面 目にノー トを取っている。問いかけや呼びかけに対 しては最近反応が薄 くなってきた感はあるが、

間違えて も答えようとする生徒 もお り、 「お しい」 という声をかけている。座 って い られない I く ん も答えよ

うとす るも当てずっぱうである。 5 問 テス トをやっていてずっと得点できない生徒 も実は多 く、今回のゲーム

形式の課題で楽 しみなが ら学習の意欲化 と定着を図って行ければと考えた。

5 _  指 準 張 計 画

第3草 中 世の日本

第1節 武 士の台頭と鎌倉幕府 (4)

時 数 小単元 お もな学習 のね らい

1 1武 士の成長 ○農村の変化の過程で武士がおこり, や がて大きな武士団となって反乱やその鎮圧を通じて

実力を伸ばしていったことを理解させる。               ・

○摂関政治に対抗して始められた院政の下で,荘 園の寄進が進み,院 政と結んだ武 士 が中

央に進出して平氏の政権ができたことを理解させる。

1 2武 家政権の成立 ○村の様子や農民と地頭・荘園領主との関係について考えさせる。

○鎌倉幕府成立の経緯と武家政治の特色にっいて理解させ,承 久の乱後の変化を押さえさせ

る。

1 3武 士と民衆の動き ○鎌倉時代の武士の生活について,農 業生産や荘園との関係を中心に理解させる。

○一遍上人絵伝を通して,市 の開催や産業の発達に気づかせる。

1 4 鎌 倉 時 代 の 宗 教

と文化

○鎌 倉新仏教 の特 色 を理解 させ 、それが 人々の心 を捉 えて広 まった理 由 を考 え

させ る。

○建 築 物 ・彫刻 ・文学作 品な どを具体 的 に調 べ。鎌倉 時代 の文化 の特 色 を理解

させ る。

2節_基アジアの世界との関わりと社会の変動 (5)

1モ ンゴルの襲来と

日本

○広大なモンゴル帝国の成立とその後の活発な東西交流について理解させる。
①元寇の様子を東アジアとの関連の中で理解させ,御 家人に与えた影響に気づかせる。

1

2 南 北 朝 の 動 乱 と

東 アジ アの変 動
9 唇
盛縁 暫警 督P 南

北朝 の動乱 に至 る経過や 動乱 の もた ら した武 家 社会 の変化

○

曇 きこ 奮多

挟 んだ

T 国

。日本 ・朝 鮮 の結 びつ きや 、蝦 東 地 の動 き を地 図 に表

3 室 町 幕 府 と経 済

の発展

○室町幕府の仕組みの概略をまとめ、鎌倉幕府のしくみ と共通点 と相違点 を考

えさせる。

○農業や手工業などが発達し、民衆の力が伸びてきたことを理解させる。

①畿 内 を中心 に自治的な組織 が生 まれた ことを、正 長 の上 一揆 な どの よ うすか

ら理解 させ る。

① 戦 国大 名が登場 した理 由につ いて 、社会 の変化や 応仁 の乱か ら考 え させ る。

○公 家 の文化 と武士 の文化 が融 合す るな ど、複合 的 な文化 が生 まれ た ことを理

解 させ る。

① この時代 に生 まれた文化 で現代 に受 け継 がれ て いる もの に関心 を持 たせ る。

1 4 民 衆 の 成 長 と戦

国大 名

5 室 町 文 化 とそ の

広 が り
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第4章  近 世の日本

第1節 ヨ 丁ロッパ人との出会いと全国統一(5)

第 3軍 中世の日本 と 第4章 近世日本の第 1節のまとめ (2)

6 本 時 : の 目 標  ( ■ 6 ノ / ■ 6 )

中世 ・近世 に関心 を持ち、すすんで問題づ くりをした り、

教科 書や ノー ト ・資料集か ら問題 をつ くる ことがで き る。 ( 思考 ・判断 )

資料 を活 用 しなが ら、多 面的 に考 察 し、事実 を正確 に捉 え、構成 に判 断 し、

中世 。近世 の重 要語 句や歴史 的背景 をお さえ る ことがで きる。 ( 知識 , 理 解 )

- 3

ゲーム ( カル タ) を しようとする。

( 社会的事項への関心 ・意欲 ・態度

表現 す る ことが で きる。

1 鉄 砲 と キ リス ト

教 の伝 来

○戦国大名の領国支配の様子を城下町や領国経営の様子などから理解させる。

①この時代に伝わった鉄砲とキリス ト教が急速に広まったことを理由を考えさ

せ る 。

2 ヨ ー ロ ッパ 人 来

航 の背 景

○ヨーロッパ人が新航路を開いた目的をヨーロッパとアジァの関係から考えさ
せ る。

○ ル ネサ ンスや宗教 改革 な ど 1 5 ～ 1 7 世 紀 の ヨー 甲 ッパ で起 きた動 きの概 略

を理解 させ る。

3 織 田 信 長 ・豊 臣

秀 吉 に よ る 統 一

事 業

○信長 と秀吉の統一事業の過程を、その経済政策 ' 宗教政策な どと関連させな

が ら理解させる。                    ,

○数多 くの大名の中で、織田信長や豊臣秀吉が全校統一に成功 した理 由を考え

させる。

4 兵 農 分 離 と朝 鮮

侵略

○太関検地 と刀狩によってそれまで とどのような点で異なった社会が生 まれた

のかを考えさせる。

○朝鮮侵略のあらましとそれがその後の 日本に与えた影響を理解 させ る。

5 桃 山文化 ○桃山文化 の特色を建築 ・絵画 ・芸能な どか ら理解 しその特色が生まれた理 由

を考えさせる。

○ ヨー ロッパ人来航によって生まれた物資や文化の交流のようす とその影響 を

理解 させる。

○学習カルタを作 り、自分で問題をつくってみる。

○繰 り返 しカル タ を行 うことで基礎学 力 の定着 を図 る。

( 技能 。表 現 )
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卜に出 して もい い問題 は あ りま した

問題 づ く りの評価

8 々  封卜 田寺 αD 膏平 価

・中世 ・近世に関心 を持 ち、すすんで問題づ くりをした り、ゲーム ( カルタ) を しよ うとしたか。
( 社会的事項への関心 ・意欲 ・態度 )

・教科書や ノー ト・資料集か ら問題 をつくることができたか。               ( 思 考 ・判断)
' 資 料 を活用 しなが ら、多面的に考察 し、事実を正確 に捉え、構成 に判断 し、表現す ることができたか。

( 技能 ・表現 )
・中世 , 近 世の重要語句や歴史的背景をおさぇることができたか。 ( 知識 ・理解 )
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